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師師師 走走走

今月の表紙写真は、昨年伊豆市に伺った際、

地元の方に御案内いただいた峠からの絶景で

す。この日は見事な快晴で。手前の伊豆半島か

らなだらかな曲線を描く駿河湾を挟んで、雄大

な富士がドン！と聳えていました。

この風景は、日本の富士山を海外へ最初に紹

介したポイントだそうです。静岡を訪れてもい

つも拝めるわけではなく、それでも時折新幹線

の車窓や、駅前などからしか見たことが無かっ

たので、この日の感動は忘れられません。今年

最後のニュースレターで産土（うぶすな）の霊

山の麗姿をご紹介できる事を、お世話になった

方々に改めて感謝申し上げたいと思います。

伊豆市には、有名な修善寺温泉があります。

客室数を限定された温泉旅館を経営されている

方々や市の首脳の方々とも交流をさせて頂きま

した。相当な先見の明をお持ちですが、いたず

らに気負う処も無く、素敵な方々ばかりでし

た。「おもてなし」は、「以て為す」と書きま

す。何を以って、何を為すのか。単なる接遇・

接待のことではなく、むしろ戦略志向を表す言

葉なのです。激動の今日、大きな視点からの戦

略眼を持たなければ、逆に足許が危うくなりま

す。富士のようにドンと地に脚をつけ、遥か眺

める経営感覚に期待したいと思います。

さて、窪さんには、これまで偶数月に執筆を

いただいていましたが、諸事情で今月が最終回

となりました。街づくりの現場で、土地を巡る

相続問題が絡むことは良くある事です。しか

し、そこを乗り越えないと何も前に進みませ

ん。そんな現場問題にも役立つお話を長い間あ

りがとうございました。この場を借りて、心か

ら感謝申し上げます。

これから年の瀬です。みなさま、くれぐれも

御身大切にご自愛くださいませ。（は）

編集室から

このニュースは、計画に携わる若手の技術
者を育てることを目的に発行を始めました。

その後、計画という仕事の内容や、普段、
計画マンがどのようなことを考えているのか
などに触れて、少しでも業界を知っていただ
ければと考えて編集しています。

師走晴れの伊豆市から眺める

駿河湾と富士

by hama



濱
の
つ
ぶ
や
き

『

判
断
と
幸
福

』

一
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
年
末
、
娘
を
迎
え
が
て
ら
奈
良
に
行
っ

た
。
丁
度
ク
リ
ス
マ
ス
の
夜
だ
っ
た
。
肝
心
の
娘
は
と
い
え
ば
、
友

人
と
街
で
大
騒
ぎ
の
予
定
。
既
に
街
に
繰
り
出
し
た
後
の
主
の
居

な
い
一
室
に
家
内
と
到
着
。

鶏
料
理
好
き
の
娘
に
奈
良
で
美
味
い
店
は
無
い
か
と
メ
ー
ル
で

尋
ね
た
。
や
が
て
届
い
た
返
信
に
一
軒
の
店
。
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る

と
、
全
品
二
百
八
十
円
の
チ
ェ
ー
ン
店
だ
っ
た
。
一
瞬
戸
惑
う
。
が
、

折
角
の
推
薦
な
の
だ
か
ら
と
、
行
く
こ
と
に
し
た
。

近
鉄
奈
良
駅
か
ら
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
繁
華
街
の
中
で
、
そ
の
店

は
直
ぐ
に
見
つ
か
っ
た
。
残
念
な
が
ら
満
員
で
、
十
五
分
程
待
っ
て

ほ
し
い
と
の
事
。
普
段
、
飲
食
店
で
並
ん
だ
り
、
待
つ
こ
と
は
大
嫌

い
な
の
だ
が
、
こ
の
日
は
素
直
に
従
う
。
周
辺
を
ブ
ラ
タ
モ
っ
て
い

る
と
、
程
な
く
携
帯
に
順
番
の
連
絡
が
入
っ
た
。
明
る
い
が
安
っ
ぽ

い
内
装
。
奥
の
大
き
な
窓
際
の
席
に
通
さ
れ
る
。
窓
で
冷
え
た
空
気

が
半
身
を
撫
で
る
。
そ
の
後
も
待
た
さ
れ
、
注
文
は
中
々
来
な
い
。

そ
れ
で
も
立
腹
す
る
こ
と
な
く
待
つ
。
運
ば
れ
て
き
た
焼
き
鳥
は
、

予
想
に
反
し
て
大
き
く
、
そ
し
て
こ
れ
が
中
々
美
味
い
。

家
内
が
ホ
ッ
ト
で
頼
ん
だ
ウ
ー
ロ
ン
茶
は
、
ア
イ
ス
入
り
。
注
文

違
い
を
申
し
出
る
と
、
店
員
は
窓
際
で
寒
く
な
い
か
等
、
何
か
と
気

遣
い
を
し
て
く
れ
た
。
み
な
学
生
で
あ
ろ
う
。
明
る
く
快
活
な
応
対

が
清
清
し
く
さ
え
あ
る
。
会
計
の
際
、
笑
顔
で
店
員
さ
ん
を
見
つ
め

て
い
た
ら
、
満
面
の
笑
顔
を
返
し
て
く
れ
た
。
後
味
が
こ
れ
ほ
ど
素

晴
ら
し
い
こ
と
は
無
い
。

世
に
は
他
に
も
廉
価
均
一
の
チ
ェ
ー
ン
が
あ
る
。
が
、
学
園
祭
に

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
品
川
宿
は
、
全
長
約
三
キ
ロ
に
続

く
、
か
つ
て
の
東
海
道
品
川
宿
の
入
り
口
で
あ
り
、
成

田
・
羽
田
空
港
か
ら
も
特
急
電
車
で
わ
ず
か
ニ
駅
と
い

う
海
外
か
ら
の
玄
関
に
も
位
置
す
る
。
現
在
の
東
海
道

は
商
店
街
に
姿
を
変
え
て
い
る
が
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は

そ
の
並
び
で
あ
る
立
地
を
生
か
し
、
あ
え
て
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
内
に
キ
ッ
チ
ン
や
風
呂
、
Ｔ
Ｖ
な
ど
を
置
か
な
い

こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
あ
る
資
源
（
多
く
の
個
人
経
営

の
飲
食
店
や
銭
湯
、
バ
ー
、
お
祭
り
、
個
人
商
店
）
を

最
大
限
に
活
用
し
、
結
果
的
に
街
あ
る
き
に
よ
る
観
光

促
進
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。

ま
た
、
真
の
役
割
と
し
て
、
旧
東
海
道
の
第
一
宿
場

町
で
あ
る
品
川
宿
に
て
、
多
文
化
共
生
を
モ
ッ
ト
ー
と

し
、
地
域
と
外
国
人
の
間
で
生
じ
る
価
値
観
の
違
い
を

地
域
融
合
型
の
訪
日
外
国
人
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー

向
け

宿
泊
施
設
（
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
）
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー

と
な
る
モ
デ
ル
を
確
立
さ
せ
て
い
る
。
敗
戦
後
か
ら
少

し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
た
海
外
と
の
関
係
、
日
本
に
い
る

外
人
に
対
し
て
生
じ
て
い
る
価
値
観
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
解

消
す
る
た
め
、
多
文
化
共
生
の
基
盤
づ
く
り
を
目
標
に

地
域
融
合
型
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
全
国
展
開
を
目
指
し
て

い
る
。

地
元
に
帰
り
た
い
が
仕
事
が
な
い
と
思
っ
て
い
る
若
者

や
、
ま
ち
の
活
性
化
に
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り
団
体
、
外

国
人
向
け
の
宿
を
運
営
す
る
こ
と
で
日
本
の
文
化
や
歴
史

を
発
信
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
若
者
に
対
し
、
地
域
融
合

型
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
立
ち
上
げ
や
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提

供
し
、
最
終
的
に
は
、
日
本
全
国
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
が
有

機
的
な
関
係
を
構
築
す
る
。
『
旅
行
者
＋
若
者
を
地
方

に
』
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
だ
。

毎
週
、
品
川
宿
に
尋
ね
て
く
る
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
や
り

た
い
若
者
。
品
川
宿
で
は
地
域
活
動
の
中
で
地
域
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
を
得
ら
れ
た
。

一
方
、
過
疎
化
す
る
地
方
。
地
元
で
ま
ち
づ
く
り
活
動

を
ず
っ
と
続
け
て
い
る
方
々
。
起
爆
剤
が
な
い
と
思
い
込

ん
で
い
る
。
起
爆
剤
っ
て
、
地
域
で
活
動
す
る
若
い
人
材

だ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
講
演
活
動
の
中
で
わ
か
っ
た
。

空
い
た
物
件
は
た
く
さ
ん
あ
り
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

人
も
い
る
。
で
も
ヤ
ル
人
が
い
な
い
。
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
品

川
宿
は
そ
こ
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と
で
、
両
者
さ
ら
に

は
、
ゲ
ス
ト
も
含
め
て
『W

in

―W
in

―W
in

の
関
係
』

を
提
唱
し
て
ゆ
き
た
い
。

あ
る
出
店
の
延
長
の
よ
う
な
こ
の
店
は
、
何
処
か
が
違
っ
て
い
る
。

活
気
・
原
価
率
・
内
装
の
割
り
切
り
…
。

本
質
的
に
は
、
こ
れ
ら
の
ベ
ー
ス
と
な
る
起
業
哲
学
で
あ
り
、
そ

れ
が
現
場
ま
で
貫
徹
さ
れ
て
い
る
結
果
だ
ろ
う
。

娘
は
、
深
夜
に
帰
宅
し
た
。
二
十
歳
前
の
娘
の
親
と
し
て
た
し
な

め
る
べ
き
処
で
あ
る
。
だ
が
、
男
女
の
差
は
あ
れ
自
ら
の
若
き
頃
も

同
じ
だ
っ
た
で
は
な
い
か
。
む
し
ろ
、
思
い
っ
き
り
羽
を
伸
ば
し
た

い
は
ず
の
こ
の
夜
に
親
が
来
る
こ
と
を
拒
ま
な
か
っ
た
娘
の
気
持

ち
を
慮
り
た
か
っ
た
。

こ
の
一
夜
で
得
た
学
び
が
あ
る
。
先
入
観
・
期
待
感
は
一
切
無
用

で
あ
る
事
だ
。
先
入
観
は
所
詮
、
経
験
の
範
囲
内
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ

を
超
え
る
体
験
の
邪
魔
を
す
る
。
逆
に
期
待
し
な
い
か
ら
と
い
っ
て

見
下
す
よ
う
な
真
逆
の
感
情
も
、
多
少
の
ミ
ス
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と

を
取
り
立
て
て
、
問
題
視
す
る
こ
と
も
無
用
で
あ
っ
た
。

む
し
ろ
、
そ
れ
ら
を
フ
ォ
ロ
ー
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
。
そ
の
フ
ォ

ロ
ー
さ
え
相
手
だ
け
が
為
す
も
の
で
は
な
く
、
立
ち
会
っ
た
己
も
加

わ
っ
て
共
に
為
そ
う
と
す
る
と
、
ど
う
な
る
か
。
そ
の
時
、
そ
の
瞬

間
の
歓
び
を
中
心
に
据
え
る
と
、
見
え
て
く
る
も
の
が
違
っ
て
き

た
。何

事
が
起
こ
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
姿
勢
で
い
ら
れ
た
な
ら
、
幸

福
感
が
倍
増
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

能
登
に
居
た
頃
、
娘
と
は
ほ
と
ん
ど
口
を
利
い
た
こ
と
が
無
か
っ

た
。
こ
の
夜
、
帰
宅
し
た
娘
と
は
そ
の
夜
あ
っ
た
事
を
始
め
、
随
分

と
話
し
込
ん
で
い
た
。

柔
ら
か
い
心
…

一
年
の
締
め
く
く
り
に
あ
た
り
、
改
め
て
銘
じ
た
い
。

寄
稿
『
外
人
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
宿
が
変
え
る
ま
ち

づ
く
り
活
動
』
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
品
川
宿

渡
邊

崇
志

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

(

わ
た
な
べ
た
か
ゆ
き)

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
品
川
宿

館
長
。
ニ

七
歳
で
企
業
を
退
社
。
帰
国
後
、
同

業
で
の
丁
稚
修
行
、
一
年
間
の
ま
ち

づ
く
り
活
動
を
経
て
昨
年
十
月
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
品
川
宿
を
開
業
。



生命保険の活用方法

相続対策に生命保険を活用するメリットはとても多いのですが、保険種類、契約形

態で思わぬ事態になってしまうことがあります。

Case Study

中野さん(仮名)の父親は所有する宅地や田畑の地価が、区画整理事業により高騰し

たため相続税のことや遺産分割のことを考えて、20年前に中野さんを受取人とした

生命保険に加入しました。最近、中野さんが保険の証券を確認したところ80歳で保険

が満了するタイプのもので、中野さんの父親はあと3ヶ月で80歳の誕生日を迎える

のですが、すこぶる健康で、このままでは保険は意味を成さないものになってしまう

ことが分かってしまいました。

Anser

生命保険には下記のメリットがあります。

①遺族の生活保障 ②非課税の枠がある ③相続発生時に現金が支払われるので納

税資金が準備できる ④保険料の支払いによる相続財産の減少が図れる ⑤遺産分

割のトラブルが避けられる ⑥相続放棄した人でも保険金は受け取れる などです。

今回のケースの場合、加入目的は主に③と⑤でしたが、保険種類の選択にミスがあ

りました。

生命保険の種類は Ⅰ保険期間が一定期間に定められている平準定期保険 Ⅱ保

険期間が一定期間に定められていて満期保険金がある養老保険 Ⅲ保険期間が一生

涯続く終身保険 の3種類です。

中野さん父親の場合、加入した保険種類はⅠの平準定期保険で、父親の年齢が80歳

で満了するものでした。ご加入時の年齢は50代でしたから80歳満了で十分と思われ

たようですが、長寿社会の今日ではリスクが高くなる場合が多いのが現状です。

このような場合の保険種類は、終身保険か長期平準定期保険の100歳満了タイプ

を選択しておけばよいでしょう。

最後に保険の契約形態で税金の種類の違いを書いておきます。

税率は、贈与税が最

も高く、次に所得税（住

民税含む）、そして相続

税になります。

保険種類や契約形態

を、ぜひご自身の保険

証券で確かめておいて

ください。

いよいよ、東北新幹線新青森駅開業（以下、青森開業とする）の12月４日が迫っ

てきた。この青森開業シリーズは今回が最終回となるが、秋田県の観光客という点で

触れてみたい。秋田県の県紙ともいえる「秋田さきがけ新聞」の2010年11月15日

から５回にわたり『青森→秋田 誘客に挑む 迫る東北新幹線全線開業』という連載

記事が組まれた。内容は概ね「秋田県の県北地域（大館市、能代市など）にとってこ

の好機を活かさなければ、青森、北海道に観光客が流れ危機である」という主旨の記

事であった。また、筆者はこれまで「秋田さきがけ新聞」から、青森開業に関する秋

田県への影響について本社と能代支局から２度、取材を受けた。記者の主張として

は、「青森開業は秋田県の観光にとって危機である。好評の五能線のリゾートしらか

み号も青森が起点となり、人の流れが変わり秋田県側まで来なくなる」というもの

で、それを裏付けるコメントを求められた。今回の開業により、新青森駅から東京駅

までの所要時間が最速便で３時間20分、秋田から東京までの所要時間が同３時間

49分と時間距離が逆転することになるためその危惧はわからなくもないが、筆者は

記者の意に反し「劇的な変化はないのでは」とお答えした。

東北新幹線は1982年に盛岡駅～大宮駅がまず開業し、1991年に東京駅まで乗

り入れた。それまでの在来線特急の所要時間が半分以下と大幅な短縮となり、盛岡市

が秋田と青森を後背地とする北東北の拠点都市として地位を確固のものとし、まさ

に劇的な変化をもたらした。特に秋田県内は盛岡へのアクセス強化で田沢湖線が交

通軸となったため、大曲駅以南の奥羽本線沿線の衰退が顕著となった。

その後、東北新幹線は2002年に八戸駅まで開業した。八戸市は観光のイメージが

薄い都市であったが、大規模に八戸の観光キャンペーンを張った。八戸開業から２年

目まで観光客は大きく伸びたが、その後、減少に転じた。筆者は「こういった交通体

系の変化や観光施設開設に伴うようなブームは、これまでの多くの事例から２年で

落ち着く」と考えている。また、この八戸開業でも八戸駅を起点に函館や弘前に向け

てJRの運行パターンが大きく変わり利便性が高まったことは事実であるが、盛岡開

業時の変化には遠く及ばなかったと見ていいだろう。秋田県側からは、八戸開業時に

青森県に観光客が増え、秋田県の観光客が減少したという見方であるが、開業後２年

程度のことであり継続的な動きではなかったといえる。

もちろん、秋田県側が青森開業に際して機会に無策であってはならないと考える

が、必要以上に危機感を煽ることもないと考える。先の「秋田さきがけ」に限らずマ

スコミは、超短期的、悲観的かつ行政の動きの遅さを批判する論調が多い。青森開業

効果で一時的に青森の観光客は増加すると思われるが、この青森開業を要因として

秋田県への観光客が継続的に減少し衰退していく要因とは思えないのである。

むしろ、秋田県北地域として観光都市である弘前、黒石といった青森県津軽地域の

都市との結びつきを強めた広域的な観光や観光コンテンツの充実に視点を置いて考

えていく好機とするべきであろう。

きただより４５ 弘前大学地域社会研究会 上村 康之

『 ２０１０年東北新幹線青森開業に向けて（５） 』
『 Insurance&Taxコンサルティング No27 相続について(23)』

プルデンシャル生命保険㈱ 金沢支社 窪 正裕



大鍋の用意をお願いしている。包丁とこま板は持参している。これには、

たいそうな道具がなくても気軽に蕎麦打ちはでき

るということを示したい気持ちもある。

「で、腕前はどう？」。「シャープな細い蕎麦を

お出しすることはできるので、ご安心を」と言って

る。

8月に富山県利賀村に行ったところ、そこに「そば

の館」があった。日本で初めてのそば資料館で、世界のさまざまなソバの種

子の展示をはじめ、歴史や民俗などの多彩な視点からそばの世界を伝えて

いる。そこに「素人そば打ち段位認定システム」の掲示があり、どうやら試

験をしているようだ。五段位認定会と標記されていて①全麺協発祥の地、利

賀村に「認定会場」を国定して実施する。②イベントとしてではなく、静寂

な環境のもと厳粛かつ慎重に実施する。③時間をかけて普及実績、人格、知

識、経験、指導力、技能を審査判定する。④開催地利賀村の「そばによる地

域振興」を支援し、地域と連携させて実施する。技能一辺倒でない認定が「そ

ばによる地域振興」の姿勢が伝わってくる。

段位は初段：一人で所定の時間内に、人前に出せるそばが打てる力量を持

つ。そば粉500ｇ＋小麦粉200g切り揃い率6割。

二段：初段に加えて、家族や仲間で「そば会」を開くことができ、そば打

ちを他人に教える力量を持つ。そば粉800g＋小麦粉200ｇ切り揃い率7

割。

三段：二段に加えて、人前でそば打ちが披露でき、市町村を代表してそば

の紹介（歴史、文化）できる力量を持つ。そば粉

1200g＋小麦粉300g切り揃い率9割

四段そして五段に続き、国際レベルでそばの紹

介、100％そば粉で打つことが求められる。小生の

レベルは2段ていどかな？3段は難しい、4,5段は

今のレベルでは到底無理かな。

年越しそばのリクエストが今年は自治会からあ

り、「大晦日に100人分を出しましょう」と吹いてしまった。さあ どうな

ることやら。

出張蕎麦打ちのご要望あれば、q-mizo@tranzas.ne.jpまでご一報くださ

いませ。

編集注：写真は最初から、溝口さん宅中庭、鹿児島県加治木町小山田公民館、山形県上山

市での蕎麦打ち。

『富士の国から ～大魔神のたび～ 』

静岡県職員 溝口 久

「11 月 20 日 (土）13 時頃から、我が家で新そばを喰らう「そば会」

を開きます。焚き火での芋煮鍋、ダッチオーブンで鳥の丸焼き、七輪での

炭火焼、締めは、もちろん小生が打つ新そばです。ワイルドに初冬の味覚

を楽しむ会としておりますので、よろしければお出かけください。」とお

誘いしたい方々にメールを送る。素材持ち寄り、料理も自らが行う、もて

なす側もてなされる側が渾然一体となった会を始めて 7,8 年になる。

こんな会をすることになったのも、蕎麦打ちをするようになったからだ。

平成 10 年に由布院から 2 年ぶりに静岡県に戻ってきたら、かつての仲間

達が皆こぞって蕎麦打ちにはまっていた。

まずは体験、「お！Ｑさん筋がいいね」の一言にだまされ、本格的な蕎

麦打ち道具一式を購入。5 万円近くかけたこともあり、もとをとらなけれ

ばと打つことになるのだが、一度にできる量が少なくても 5 人分になる。

家族だけに振舞うことに飽き足らなくなり、腕もないのに口先行で人を寄

せるようになった。そばだけじゃすまないから、料理もとなると妻にお願

いすることになる。すると、かしこまった形になり、お客と亭主のような

関係ができてしまう。もっと気軽に面白くできな

いかと、行き着いたのが今のスタイルだ。

拙宅の中庭の半分にテラッコッタのタイルを張

りバーベＱ炉のレンガを積んだ。外庭にはＵ字溝

を並べグレーチングを置き焚き火で料理ができる

ようにした。こうしてガスをなるべく使わず、ふ

だん家庭で食べることのないワイルドな料理を楽

しみながら、そばを食すという趣向だ。

時にボサノバコンサートあり、宴会芸ありの会となる。

今や様々なところから、職も世代も異なる人たちが集まり、食を通じて

交流することが目的となっている。

そうこうしている内に、出かけてきて蕎麦を打ってくれないか、教えて

くれないかとのリクエストが県境を越えて入るようになり、これまで南は

奄美大島、北は山形県まで出向いた。お相手する人数が多いと、こちらも

チームを編成して伺うことにしている。先方に蕎麦打ち道具がない場合に

は、必要最小限の道具として、しなベニヤ 900 × 900mm 厚さ 12 ～

15mm、ビニルパイプ長さ 900mm 直径 25mm、ステンレスボール、


